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－第 1 章－

授 業 に 必 要 な 技 術

“たくさんの発言が生まれ、思考が深められる発問”

“教える内容が整然とまとめられた板書”

“子どもが真剣な表情で考えたり、話し合ったりする授業”

授業が上手な先生は、長い経験で培った学習時の「技」をもっています。それは、

主に経験から生まれています。失敗したことや、先輩の先生がされた授業に感動した

こと積み上げた結果です。

こうした先生に共通していることは、子ども達が「先生の授業はわかりやすくて楽しい」

と言ってくれる授業をしたいという強い願いをもっていることです。

ここで紹介する技は、先輩の先生方が培ってきた技を集め、指導過程の基本に沿

って授業づくりと教科特有の授業技術に分類整理したものです。

本著をもとに、なぜこのような技が必要なのか？ どうしてうまくいくのか（いかなかっ

たのか）？ と、実際の授業に活用してください。
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第１節 教材研究
学習内容の校種や学年の配当、配列、授業時数は変化します。私たちは変化する学習内容に

応じて、選択して授業する必要があります。こうした授業の設計を教材研究と呼んでいます。

授業設計は主に次の５つです。

○ なぜこの学年、時期にこの学習内容を実施するのかという理由を明らかにする。

○ この学習内容を指導するにあたって適切な教材をつくる（選ぶ）。

○ 学習内容をとらえさせるために有効な子どもの活動を考える。

○ この学習活動を実施する上で準備すべき場や学習具（教具）をつくる。

○ 子どもの学習意欲を高める発問や手立てなど、教師の働きかけを考える。

１ 教材研究の３ステップ

(1) 指導要領解説の内容を具体化する

子どもが学習内容をとらえたと判断するためには、授業後に何が、どのように高まったかを

具体化することが大切です。そのためには、考えが変容したり、技能が定着したりしたことを

判断する物差し（評価規準）をつくる必要があります。小学校国語の代表的な教材文である「ご

んぎつね」を扱った授業を例に、指導要領解説の内容を具体化します。

学習内容（ウ 文学的文章を読む＜小 国語解説 P64＞）

○読む内容：登場人物の性格や気持ちの変化、情景など

→（具体化した内容）さびしがり屋のごんが、兵十に親近感を覚え、近づきたいという

思いを強めていく様子を読み取る。

○読み方 ：各場面の場所、時間、人物の位置や動作を関係付けて読む

→（具体化した内容）場面ごとのごんの行動や兵十との位置関係を読み、ごんの気持ち

の変容を読み取る。

この話には「ごんはさびしがりやで友達がほしいと思いました。」という文章はありません。

だから、ごんの行動や兵十との距離を表した叙述から気持ちを想像することが学習内容になる

のです。たとえば、４・５場面では以下のように叙述からごんの気持ちを読み取らせます。

※ごんぎつねの本文については「青空文庫」からＤＬできます。http://www.aozora.gr.jp/cards/000121/files/628_14895.html

１ 着目させたい叙述 ２ 想像した情景 ３ 想像したごんの気持ち

・月のいいばんでした。ごんは、ぶ ・村人にいたずらばかりするごんは、 ・栗や松茸が家にあることについて

らぶら遊びに出かけました。 捕まるとひどい目に遭うので、見 兵十がどう思っているかが気にな

・ごんは、道のかた側にかくれて、 つからないように息を殺して隠れ って仕方がない。

じっとしていました。話し声は、 ていることがわかる。 ・たとえ見つかってもいいから兵十

だんだん近くなりました。 それなのになぜ？ の気持ちを知りたい。

・ごんは、二人の話を聞こうと思っ ・月夜で明るい上に、振り返られる ・兵十にだけは自分もひとりぼっち

て、ついていきました。兵十のか と捕まる距離にごんがいることが でさびしいことに気付いてもらい

げぼうしをふみふみ行きました。 わかる。 たい。

実際の授業の流れ

授業を考える流れ
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第１章 授業に必要な技術

実際の授業では、１場面の様子がわかる言葉に着目させ、２そのときの情景を想像し、「見

つかったら殺されるかもしれないのに、どうしてごんはぴったりと兵十の後ろにいたのかな？」

という発問で３子どもは想像したごんの気持ちを発表するという流れになります。

ですが、この授業を考える順番は子どもが最後に発言する３をまず先に考えてから２→１の

順番になります。つまり、授業はゴールから考えることが大切なのです。

(2) 本時主眼（ねらい）をくわしく書く

３にあたる部分が指導案に書く「本時主眼」になります。本時主眼は、授業内容が変化する

ので、毎時間変化します。また、他の教科でも用いられるような文章では本時内容ではありま

せん。ここではとらえさせたい学習内容と、内容をとらえるための学習活動を例として紹介し

ます。

【本時主眼】

① 「自分の気持ちを兵十に気付いてもらいたい」とごんの気持ちを想像することができる。

② ごんが兵十に捕まるかもしれない距離まで近付いた理由を話し合う。

①は「授業の最後に発言させたい言葉」です。板書の「まとめ」にあたります。この言葉が

出てくるための活動が②になります。つまり、危険であるにもかかわらず、ごんが兵十に近づ

いた理由を話し合うことで「気付いてもらいたい」というごんの気持ちを想像させることがで

きれば本時の主眼は達成できたことになります。

(3) 本時主眼達成までの道筋をはっきりさせる

感動する物語にはクライマックスとなるヤマ場があるように、授業にも一番じっくり考え

させたいヤマ場をつくることが大切です。そのために一番考えさせたいことを聞く中心発問を

考え、そこに向かうための発問と、最後に行う発問の順番で考えます。そうすることで、徐々

にクライマックスへと向かい、余韻をもって終わる起承転結がはっきりした授業になります。

段階 発問の目的 発問例 発問を考える順番

導入 ①重要な叙述に着目させ ・どんな場所でだれがいますか

る ・何をしていますか

展開 ②叙述から情景を想像さ ・なぜごんはかくれてじっとしているのかな

前半 せる ・月が出ているかどうかで明るさはどのくらい

ちがうのだろう。

・かげぼうしを踏む距離ってどのくらいだと思

いますか

後半 （ヤマ場） （中心発問）

③想像した情景からごん ・なぜごんは、見つかると殺されるかもしれな

の気持ちを想像させる い距離まで兵十に近付いたのだろう

終末 ④次時への方向付けを図 ・がっかりしたにもかかわらず、どうして次の

る 日もごんは栗を持っていったのかな

終末は、次の時間の導入にかかわる発問を行います。「気付いてもらえるまで届けよう」と

いうごんの気持ちを想像できた子どもは、そのために撃たれてしまうという悲劇に大きく心を

動かされるのです。

１

２

３

４
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２ 学習意欲を高める資料や教具を準備しましょう

資料とは、考えをつくったり、深めたりするためのグラフや写真などの情報源です。教具と

は、子どもが操作して考えたり、作品を制作したりするときに使用するための道具です。

これらは知識や技能を身に付けさせるための手立てですので、どの場面で、何を目的として

使用するのかを明確にして使うことが大切です。

(1) 資料提示のポイント

ア じっくり読み取らせる

社会科などで使われるグラフや統計、地図など

は「見る」のでははく「読み取る」ための資料で

す。グラフであれば事象の変化からその理由を予

想させたり、地図であれば土地の高低や交通の様

子など、様々な情報をとらえさせたりすることが

目的なので、じっくり読み取らせることが大切です。

イ 見せている間は発問しない、発言させない

個別活動を始めたら、静かに資料を読み取らせます。そのためには次のことが大切です

・疑問が生まれない説明をしたり、説明の後に質問の場を設定したりする。

・途中で質問したくなったり、分からなくなったりしたら挙手させ、個別に対応する。

ウ 精選して見せる

一つの資料からつくった考えをどのように深めたいかを具体化して、次の資料を提示する

タイミングや新しい見方への着眼点を考えることが大切です。

【複数の資料を組み合わせて順に提示し、考えをつくり出していく授業の例】

↓

【資料３】年々減り続ける日本

の漁師

【資料１】つねに安い魚

を求める消費者

【資料２】枯渇する

水産資源

この地図からは、以下のことから人々のくらし

の様子を考えさせます。

○土地の高低・斜面の緩急

○土地利用の様子

○建物・施設・交通の様子

「当然だ」という反応
を期待する。

安く売ってもうけ
るためには、たくさ
ん獲るしかないこと
に気付かせる。

獲っても安くしか売れ
ない上に、そもそも魚が
獲れないから漁師をやめ
るしかないことに気付か
せる。

今後の授業のあり方につ
いて考えるめあてへと導く。
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第１章 授業に必要な技術

(2) 教具を使用させるポイント

ア 操作の仕方と手順を理解しておく

例えば理科学習で使用するフラスコなどの実験器具

は、実験の目的や使用する状況によって設置の仕方や

加熱のタイミングなどを事前に確認しなければなりま

せん。正しい順序で正しく操作しなければ主眼達成に

必要な結果が得られないからです。そのために、必ず

予備実験を行うことが大切です。

イ 操作の仕方に慣れておく

安全上、気を付けなければいけない教具（彫刻刀・

薬品・包丁など）はその操作を先生が使い慣れて、子

どもに正しく、安全に操作させるためのポイントを、

先生が落ち着いて操作しながら示します。

ウ 操作ができるまで繰り返して指導する

例えば音楽ではリコーダーの基礎的な技能がなければ、表現を工夫して演奏できず、学習

内容もとらえることができません。一定の技能が必要な教具（楽器、筆、裁縫道具など）は

繰り返し指導し、徹底して身に付けさせることも大切です。

エ 指示を明確にする

何のために使うのか（使用目的）、どうやって使うのか（使用方法）、何ができればよい

のか（活動のゴール）、どれくらい使うのか（使用時間）を子ども達に明らかにしてから使

わせましょう。

下の例は、小学校理科で、温度計を使って水の温度変化を測る時の指示です。実際にする

ことを見せながら説明することが大切です。

水の温度変化を測るために
温度計を使います。
（目的）

温度計の液だまりをビーカーの中
へ入れて温度を測ります。
（方法）

水が沸騰するまで、１分ごと
に水温を測って記録します。
（ゴール）

１０分経ったら沸騰していなくても
やめます。（時間）
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第２節 １時間の展開を考える

展開は、ゴール（終末段階）をはっきりさせてから

からスタート（導入段階）に向かって考えます。

１ １単位時間のしくみ ～導入・展開・終末をはっきりさせよう～

「授業はドラマだ。」と言われます。物語のように「起承転結」がある授業は子ども達も引

きつけられ、時には大きな感動を伴います。そのためには授業の流れをつくる必要があります。

基本的に問題解決的な学習は、導入・展開・終末の３段階でつくられます※。さらに、展開

段階を前半と後半に分け、「自力解決」と「集団解決」を行い、学級全員が納得して理解した

ことをまとめます。

※子どもが学習意欲を高め、学力を身に付けることをねらいとした授業展開の例として紹介しています。

学習活動

一人で解いたり、調べたり、作成したり
する。

今日は何を学習するかを確認する。

導

入

展

開

終

末

自力
解決

集団
解決

②

友達同士と考えを比較・検討して考え
を深めたり、答えを見つけたりする。

③

わかったことをまとめたり、次時にす
ることを確認したりする。

④

学習問題（めあて）

わかったこと（まとめ）

もう一度、自力解決
にもどる場合もある。

・既習の想起など

・本時の見通し

・発展問題
・次時の予告

①
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第１章 授業に必要な技術

２ 「めあて」と「まとめ」がぶれないように

今日の授業で何をする(考える)のかを表したものが「めあて」です。反対に、今日の授業で

何がわかったのか（できた）のかを表したものが「まとめ」です。めあてとまとめがぶれると、

子どもの問題意識がずれてしまいます。「まとめ」とは、本時の主眼を子どもの言葉になおし

た授業のゴールなので、ゴールから先に考えて授業をつくります。

授業のゴール（本時主眼）

主な工業地帯が海沿いにあるのは、船によって大量の原料や製品を効率よく運べる港

があるということを資料からとらえることができる。

↓これを授業の最後に発言する子どもの言葉にしたものが「まとめ」になる。

まとめ 大きな工業地帯が海の近くにあるのは、船で原料や製品を大量に運ぶ必要が

あるから（ということが地図や写真からわかる）

↓このまとめが子どもから出るようにするためには・・・

日本の工業地帯の分布図と、主な工業地帯で製品を積み込む様子がわかる写真を提示

してとらえさせる活動を仕組む

↓この資料を使って考えさせる目的をもたせるためには・・・

めあて なぜ、大きな工業地帯は必ず海の近くにあるのか、地図や写真を見てわかるこ

とから考えよう。

↓この問題意識が生まれるためには・・・

日本の様々な工業地帯の生産額を表した表を提示して、上位の工業地帯がある場所を

地図上に赤鉛筆で記入させ、海沿いであることをとらえさせる。

順位場所 生産額

1京浜 55兆円

2中京 48兆円

3阪神 30兆円

4北関東 25兆円

5瀬戸内 24兆円

6東海 16兆円

7北陸 13兆円

8北九州 7兆円
場所を記入する。

大型の船が入れ

る港があり、製品を
置く広い場所が工
場の近くにあると便
利だということがわ
かった。
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３ 導入・展開・終末段階に応じてすること

(1) 導入 －めあてから板書まで－

めあては、「どのような内容を」「どのような方法で」学習するのかを記述します。

めあて なぜ、大きな工業地帯は必ず海の近くにあるのか、地図や写真を見て考えよう。

学習意欲を高めるために、子どもが考え出したように仕組むことが大切です。そのために、

以下のような導入でめあてをつくります。

＜例１＞

① 前時までに学習したことを思い出す。

② 前時までの学習では解けない新しい学習問題に出会う。

③ どうすれば答えを見つけられるか話し合う。

＜例２＞

① 身近な出来事など自分達が知っていることと大きく違う事実を紹介して驚かせる。

② 「なぜ？」「どうすればいい？」と問い返す。

＜例３＞

① やってみたいことやつくってみたいものを提示する。

② 手順やポイントを説明して「できそうだ」という見通しをもたせる。

(2) 展開 －前半で自力解決し、後半で集団解決します－

① 展開前半（自力解決）

写真やグラフからわかることを調べたり、問題文から式をつくったりする活動は、個

人で行います。この間、教師は机間指導で、子どもの様子をしっかりと観察し、困って

いる子には個別に支援します。

② 展開後半（集団解決）

前半の自力解決で考えたことをみんなが出し合います。基本的には、代表数人に発表さ

せ、いくつかの考えがあることを確認し、分類・整理して考えを焦点化させます。主な

発問は次の４つです。

【選択】どちらが（どれが）一番いいかな？

【順序】どちら（どれ）から先にやった方がいいかな？

【根拠】なぜするのかな？／しないのかな

【仮定】もし、これがなかったら（あったら）どうなるかな？

(3) 終末 －わかったことをまとめたり、次の時間へつないだりします

主眼で示した子どもの姿を表させる最も重要な発問です。具体例を示します。

・今日のめあては「○○○○について考えよう」でしたね。どんな考えをつくることが

できましたか。

・みんなの考えをまとめると、どのようになりますか。

・（新しい問題を提示して）今日わかったことを使って解けそうですか。

・（まとめに矛盾する状況を提示して）おかしいですね。どうしてでしょう。
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第１章 授業に必要な技術

第３節 発問と助言

発問・助言は、授業中に教師が音声言語を用いて思考や理解を求める子ども

への働きかけです。発問は問いかけにより思考をうながします。助言は示唆、

指示、説明などにより理解を求めます。どちらも主眼達成のために必要不可欠

な教師のツールです。

１ 発 問

授業は、発問で進行します。発問が悪ければ子どもの思考が停止したり、教師が意図しない

方向に授業が進んだりして主眼達成もできなくなります。子どもに何を言わせたいのかをはっ

きりさせてから発問を考えましょう。

(1) 発問の目的と方法について

① 何のために発問するのか

発問は既習内容を問うもの（想起発問）と、考えをつくったり深めたりするために問う

もの（思考発問）に分けられます。

（想起発問の例）学習したことが身に付いているかを確かめるため

「鎌倉幕府は誰がつくりましたか？」

→「源頼朝です。」

（思考発問の例）理由や根拠を求めて考えを深めるため

「なぜ頼朝は、鎌倉を政治の中心にしたのでしょう？」

→「貴族の権力が及ばない場所で武士中心の世の中をつくろうとしたからです。」

→「源氏ゆかりの土地だったので平氏に対抗する意味で中心にしたからです。」

→「周囲を山と海に囲まれ、守るのに都合がよい場所だったからです。」

② いつ、どのように発問するのか

想起発問は求める答えが決まっていることが多いので、授業の導入場面で既習を再生す

るときに用います。

思考発問は、子どもが考えて問いに答えます。そのため一問多答となる発問になります。

子ども達が自分の結論と根拠を述べる展開後半、集団解決場面で用いられます。

(2) 発問計画を立てよう －発問は、流れの中でつくられる－

１時間の授業「導入、展開、終末」の流れで子どもは学習意欲を高め、学習内容を理解し

ていきます。こうした展開の道筋をつくる発問をつくる手順は、まず主発問を活動ごとに一つ

考え、次にその間を補助発問でつなぎます。次のページに、具体的な算数の授業を例に、一つ

一つの発問の役割と順番について紹介しています。

小学校 第５学年 算数科
平行四辺形の面積の求め方の発見をねらいとした授業の発問例
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１ 導入段階
発問 子どもの反応

１ 前の時間は三角形の面積の求め方をどう 三角形を長方形に直して面積を

やって求めましたか 出してから２で割りました。

２ 今日は、平行四辺形の面積を求めてみま 底辺×高さ÷２の公式を使って

しょう。（図形を提示） 求めました。

３ 今まで学習した面積の求め方は使えませ 使えません。横の長さは測れる

んか けど、たての長さがわからない

からです。

三角形のように高さを決める頂

点がどれかわからないからです。

４ ＜主発問＞ 三角形の時と同じように、

どうすれば求められそうですか 前に学習した図形に直し

たら求められそうです。

５ 今日は、どんなめあてがいいですか 「面積を求められる図形に直し

て、平行四辺形の面積を求めよ

う。」です。

２ 展開段階
発問 子どもの反応

めあて：面積を求められる図形に変形して、平行四辺形の面積

を求めよう。

１ では、自分の考えをノートにかいてみま

しょう。時間は、１０分間です。

２ それでは、自分の考えを発表しましょう。

（太郎君の考え） （花子さんの考え）

１と２が前時に
学習したことを
思い出させる想
起発問

解決方法につ
いて考えさせ
る思考発問
（めあてを引
き出して展開
段階にうつる
大切な発問）

「指示」とよ
ばれる助言の
一つ（4ページ
参照）

理由について考
えさせる思考発
問

「指示」
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第１章 授業に必要な技術

３ ＜主発問＞ ＜太郎君の考え＞

平行四辺形も式を立てて求められるでし 黄色い線は、長方形のたてと同

ょうか。 じだから（たて）×（横）にな

ります。

＜花子さんの考え＞

三角形が二つだから（底辺）×

（高さ）÷2×2で（底辺）×（高

さ）になります。

４ 平行四辺形は「たて」の辺がないので、

三角形と同じように「高さ」と表します。

だから「横」になる辺は「底辺」と表し

ます。

５ ということはどのような公式になります 底辺×高さになると思います。

か

６ 今日のめあては「面積を求められる図形 「平行四辺形は、長方形や三角

に直して、平行四辺形の面積を求めよう。」形に変形すれば面積を求めるこ

でしたね。まとめはどのように書いたら とができる」です。

いいですか

まとめ：

平行四辺形は、長方形や三角形に変形すれば面積を求められる。

公式は「底辺×高さ」となる。

３ 終末段階
発問 子どもの反応

２ 次の時間はこの平行四辺形の面積を求めま あれ、高さはどこだろう。

す。求められそうですか？ 底辺は2㎝と思うけど、高さは５

㎝と７㎝のどっちだろう。

黄色い線の左側は直角
三角形になります。それ
を反対側にくっつけると
平行四辺形が長方形にな
りました。 だから、たて
×横で求められると思い
ます。

対角線で平行四
辺形を二つに分け
ると大きさが等し
い三角形になりま
す。 だから、そ
の面積を計算して
２倍すれば求めら
れます。

子どもが発
言した後は、
「なるほどね」
「よく考えた
ね」など一言
でいいからほ
めましょう。
（はげましと
いう「助言」
の1つ）

本時のねらい
を達成させる
ための発問（ゆ
っくり・はっ
きり発問しま
す。）

これは「説明」
です。具体的
に、簡潔に伝
えられるよう
に心がけます。

もう一度、今
日のめあてを
確認し、子ど
もがまとめを
言えるように、
促します。

次の時間に
することを
予告するこ
とで、次時
への見通し
がもてます。

２㎝

７㎝
５㎝
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２ 助 言

助言とは、子どもの学習理解を助ける子どもへの働きかけです。大きく「指示」と「はげま

し」に分かれます。指示は、学習の方向付けを明らかにして子どもに見通しをもたせるために

行います。はげましは、自信をもたせたり、成感を味わわせたりして次の目標をもたせるため

に行います。発問と異なり、子どもの反応を求めることは少なくなります。

(1) 指 示

子ども自身が今から何をすべきかを明確にできることが大切です。また、どこまでできれば

よいのか、できないときはどうすればよいのかと詳細に示します。

①大切なことをわかりやすく言う。

・一指示一行動

家庭科の裁縫など、長い時間の活動はスモールステップで行います。

一つの指示を出した後は、その作業が完了するまで次の指示は出しま

せん。また、指示を出した後は机を回って個別に声かけを行い、全体

の進捗状況を把握します。状況によっては一度作業を止め、再度修正

した指示を出すことも必要です。

・一指示多行動

理科の実験や家庭科の調理実習などのグループで取り組む作業は、子

どもが全体の工程や手順を見通すと効率的に活動できます。工程表など

を提示して各段階の作業内容やかかる時間などを説明した後に行動させ

ます。

②説明と指示は明確に区別する。

することだけを指示するだけではうまく伝わら

ないこともあります。何のためにそれをするのか

や、使う道具・結果の様子などの説明が必要な場

合は、指示と説明を明確に区切ります。

③学ぶ順番をはっきりさせる。

・易しいものから難しいものへ（例：リコーダーの練習）

指が１本で出るシの音から練習し、２本、３本と増やしてラ・

ソを出す練習をします。次に右手の指も使って音を増やしてい

きます。

・段階を明らかにして（例：みそしるの作り方）

まず鍋に煮干しを入れて沸騰させ、だしをつくります。

次に煮えにくい順番で具材を鍋に入れます。

最後にだし汁でといたみそを鍋に入れます。

ＢＴＢ溶液は酸性の液体に
反応すると黄色くなり、アル
カリ性では青く変化する液
体です。

今から、レモンの汁とアン
モニア液にＢＴＢ溶液をたら
して色の変化を観察しま
しょう。

説
明

指
示
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第１章 授業に必要な技術

(2) はげまし

子どもの学習意欲を高めるためは、子どもへ何ができればよいのか明確なゴール像を示すこ

とが大切です。その際、子どもが自信をもって考えたり、活動したりできるよう以下のような

はげましを心がけましょう。

ア 支援：学習に自信がない子どもに対しては机間指導のときにかかわる。

間違っていたり、分からなかった

りする子どもは、その実態に応じて

ヒントを出したり教えたりします。

また、個人で作業する時などに「間

違っていないから自信をもってね。」

というメッセージを伝えることが大

切です。このとき、しゃがんで子ど

もと目線を合わせ、うなずきながら

聞いたり、後ろに寄り添って声をか

けたりすることを心がけます。

イ 容認：間違えは悪いことではないことを伝える。

正しい答えを見つけること以上

に、その考えをつくる過程が大切

です。

たとえ、間違えた子どもが間違

えた理由を他の子どもに説明させ、

その子だけが思いついたアイデア

などはおおいに誉めたりして、結

論を見つけるまでの過程が大切で

あることを伝えます。

ウ 賞賛：何がどうしてよかったのかを具体的にほめよう。

ただ「よくできました。」と誉め

られても理由がはっきりしないと

うれしくありません。 賞賛は評

価であり、次のステップに向けた

方向付けです。具体的な根拠を上

げて伸び具合を示し、よくなった

場合は指摘して改善させることが

大切です。その後で、次の課題を

出すことも、学習意欲の向上につ

ながります。

なるほど、
そんな考え
もあるのね。

じっくり考え
ればできる
から大丈夫
よ。

なるほど、説明が
上手だったから理
由がわかったよ。

どうしてこの
答えになった
のか、理由を
おしえてくれ
るかな。

他の人が考えない
アイデアだったよ。

まさのりくんは、２つ
の資料から根拠を
探して考えをつくる
ことができましたね。
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第４節 板書

板書の役割は、子どもの活動の見通しや考えの道筋を示すことです。

考えの足跡を見ながら学習を振り返ることで分かり直しが図れます。
具体的には、以下のような役割があります。

○学習の流れをつくる：どんな学習をするのかを確認したり、どう考えたらよいのかを方向

付けたりすることで学習意欲を高めることができます。

○考える場を与える ：子どもの発言を掲示して、比較したり分類したりすることで考えを

再構成することができます。

１ 板書の作成手順

(1) 基本的な形式

横書きの場合：１

単元名「 」７／２（日付）

めあて

まとめ

横書きの場合：２

単元名「 」７／２（日付）

めあて まとめ

縦書きの場合

日
付
・
単
元
名
「

」

め
あ
て

ま
と
め

書く方向

・わかったことや考えたことを整

理して書きます。

・写真やイラストは文字数を少な

くして見える大きさにします。

・子どもが書く場合は、スペー

スを広くとります。

・「まとめ」は右下に書くこと

もあります。

・上下や左右に分割して対応させる

と授業の流れが見やすくなります。

（左図は上下分割の例）

たかこ
２３

＋４９
７２

教

材
の

文
章

読
み
取
っ
た

考
え

書

く

方

向

いくし
４８

＋９６
１４４

のりこ
８０

＋２５
１０５

書く方向
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(2) 発達段階に応じた文字の大きさにします

ア 文字の大きさを考慮します。

字の大きさは、一般的には低学年で10㎝ 中学年6㎝ 高学年4㎝とし、漢字を平仮名

に比べてやや大きく書きます。

イ ていねいに書く

子どもは先生が書く黒板の文字をお手本にします。書き順に気をつけ、しっかりした

筆圧で文字列が整うように書きます。

２ 指導効果を高める板書のポイント

(1) 文ではなく、言葉を書く

子どもの発言をそのまま書いてしまうと、時間がかかります。その間子どもは思考を停止さ

せますので、必要な言葉（キーワード）で簡潔に、書きます。

そのまま書いた例 必要な言葉で書いた例

(2) 「掲示物」を使って学習の流れを整理する

すでに学習したことや、作業手順などを掲示物としてまとめておくと指示や説明内容の理解

が深まります。

(3) 子どもが発言するときは書かない

子どもが説明しているときは板書しません。きち

んと目を見てうなづきながら聞き、発言が詰まったと

きは助言できるよう心がけます。発言が続くようなと

きは、①その内容をメモしながら聞いて４～５人を発

表させたら一度切り、②要旨のみを板書します。

①メモ → ②板書

・新戦法
・商業政策
・武士の専業化

↓
今までにない戦略

で勢力を拡大した

織田信長のしたこと

めあて 秀吉はどのように天下を統一したのか、

信長のしたことと比べながら調べよう。

前時の学習を掲示して振り返る。

＜ろうそくの火が消えた理由＞

・びんの中でろうそくが燃え続
けて中にある 空気がなくなった
から
・びんの中にある物を燃やすも
のがだんだんなくなって消えた
から

＜ろうそくの火が消えた理由＞

・びんの空気
・もえるもの

どうやったら確かめられるか
な？

矢印を
上手に
活用！

第１章 授業に必要な技術
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３ 授業の目的に応じてレイアウトを工夫する

(1) 分類整理しながら板書→解決への見通しをもたせる

たくさんの考えを出し合い、それらを整理して考える方向性を見つける板書です。単元の導

入段階などに効果があります。

STEP1 たくさんの考えや言葉を出す

お米がよくとれる庄内平野ってどんなところ？

・広い平野

・所々に集落

・たくさんの水路

・５月なのに雪

・水田はほとんど長方形

・高い山

・大きな川

STEP2 仲間分けをする

お米がよくとれる庄内平野ってどんなところ？

・広い平野

・大きな川 地形のこと

・高い山

・５月なのに雪 気候のこと

・たくさんの水路

・所々に雪 人がして

・水田はほとんど長方形 いること

STEP3 これから調べたい視点としてまとめ、めあてをつくる。

お米がよくとれる庄内平野ってどんなところ？

(2) 体系的板書→知識・技能を確実に習得させる

情報を整理

して意味づけ

したり、キー

ワードをつけ

たりして、知

識を習得させ

ます。

めあて：なぜ、庄内平野は米がよくと

れるのか、３つのことから調べよう。

地形のこと 気候のこと 人のこと

・どんどん発表させて、

その順番に板書してい

きます。

・見てわかることのみを

発表させ、発表への抵

抗感をなくします。

『「広い平野」は地形

に関係することだね。

他に地形のことはない

かな？』と発問するこ

とで仲間分けに意識を

向けます。

庄内平野が米所であ

る理由について、仲間

分けからつくった３つ

の視点から調べるよう

指示をします。

・小型
・表面が個体（岩石）
・密度が大きい

・自転が長い
・環がない

・大型
・表面が液体（ガス）
・密度が小さい
・自転が短い
・環がある

アステロイド・ベルトをはさんで太陽系の惑星は特徴が大きく異なる。

太陽系の惑星の特徴について整理しよう。

ア
ス
テ
ロ
イ
ド
・
ベ
ル
ト
（小
惑
星
帯
）

めあて

まとめ

地球型惑星 木星型惑星

水星 金星 地球 火星 木星 土星 天王星 海王星
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(3) 構造的板書→思考力・判断力・表現力を育てる

黒板全体を一つの図として構成したものです。書かれた一つ一つの要素が次第につながり合

い、全体の意味がわかるようにしていきます。比べたり、関係づけたりして考える授業には特

に効果があります。

４ チョークの使い方

(1) 色づかいをマスターしよう

文字は白で書き、ます。黄や赤は白に比べて目立つため、枠囲みやアンダーラインなどで使

うよう心がけます。

青や緑は黒板の色と似ているため、教室の後ろからなどはよく見えないことがあります。使

う時は、濃くはっきりとした線をひきましょう。

(2) 持ち方をマスターしよう

ア 親指・人差し指・中指の３本で持つ

チョークを包み込むように持ちます。黒板に対して寝かし

すぎず、先を回しながら削れる部分が一定になるように書き

ます。長さが半分以下になったら替え、短いものは枠囲み用

として貯めておきます。

イ しっかりと、正しく確実に書く

力を入れて、ていねいに書かなければ薄くなってしまいま

す。後ろに座っている子どもが見えるくらいの濃さで書きま

す。書き順に気を付け、くせ字は直します。（書き方もお手本

です）

「お
と
う
，
こ
こ
に
お
ら
れ
た
の
で
す
か
。

ま
た
会
い
に
来
ま
す
か
ら
。
」

二
十
キ
ロ
ぐ
ら
い
の
ク
エ
も
み
か
け
た
。

ア
ワ
ビ
も
サ
ザ
エ
も
た
く
さ
ん
い
た
。

だ
が
，
太
一
は
興
味
を
も
て
な
か
っ
た
。

興
奮
し
て
い
な
が
ら
，
太
一
は
冷
静
だ
っ
た
。

永
遠
に
こ
こ
に
い
ら
れ
る
よ
う
な
気
さ
え
し
た
。

お
だ
や
か
な
目

自
分
に
殺
さ
れ
た
が
っ
て
い
る
。

こ
ん
な
感
情
に
な
っ
た
の
は
は
じ
め
て
だ
。

こ
の
魚
を
と
ら
な
け
れ
ば
，
自
分
は
一
人
前
の

漁
師
に
な
れ
な
い
。
泣
き
そ
う
に
な
り
な
が
ら
思
う
。

も
う
一
度
え
が
お
を
作
っ
た
。

青
い
宝
石
の
目

ひ
と
み
は
黒
い
し
ん
じ
ゅ

刃
物
の
よ
う
な
歯

岩
そ
の
も
の
が
魚

え
ら
を
動
か
す
た
び
，
水
が
動
く

太
一
は
な
ぜ
瀬
の
主
を
う
た
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

瀬
の
主
は
海
の
め
ぐ
み
の
源
で
あ
り
、
そ
れ
に
生

か
さ
れ
る
漁
師
そ
の
も
の
だ
か
ら
う
た
な
か
っ
た
。

クエ（瀬の主）太一

め
あ
て

ま
と
め

ね
ら
う
は
瀬
の
主
の
み

父
の
か
た
き

村
一
番
の
漁
師
と
し
て

本
当
に

魚
な
の
か

海
の
神
？

う
っ
て
い
い
の
か瀬

の
主
の
中
に

お
と
う
が
い
た

与
吉
じ
い
さ
も
い
た

お
れ
も
い
つ
か
入
る

う
っ
て
や
る

う
ち
た
く
な
いう

っ
て
は
い
け
な
い

主人公の漁師である太一が、村一番の漁師だった父のかたきであるクエと出会い、葛藤した末にうたなかった

場面における心情の変化を表しています。（小・国語６年「海の命」立松和平 作）

第１章 授業に必要な技術
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コラム：先生の「立ち位置」
授業中は、全員の子どもを視界に入れ、表情の変化やつぶやきなどに気を付けます。学習につ

いてきているか、体調が悪い子はいないかを確認するためです。特に、小学校低学年の子どもは

急に体調不良や、トイレへ行きたくなったりします。

基本的には、発問や説明などの話をする前に一呼吸入れて、全体をぐるりと見回します。全員

がこちらを向いているか、集中しているかがわかります。その上で授業を進めます。

＜基本的な３つの立ち位置＞

○全員に話すとき

教室の中央に立ち、全員に目線を合わせながらゆっくり、

はっきりと話します。身振りや手振りを使って、表情豊かに話

します。子ども達の反応を確かめながら話すことが大切です。

特に、つぶやきは聞き逃さないようにします。よい反応があっ

たらたくさん誉めます。

○板書するとき

黒板に対して４、子どもに対して６の割合で体を開きます。子どもに背を向けて板

書するなど、黒板に話しかけないようにします。また、黒板の下部に書くときは、自分

の体で手元が見えなくなるので、しゃがん腕を伸ばしてで書きます。

○子どもが発表しているとき

黒板の端に立ち、発表者へ

も目線を送ります。

この時、先生は「なるほど

ね」「どうしてそう思ったの？」

と声をかけ、「みなさんはどう

思いましたか？」と助言をし

て他の子どもの発言をうなが

すと話し合いが活発になりま

す。

黒板：４

子ども：６

× 手元が見えない ○ 手元が見える

先生 子ども




